
 

社団法人 私立大学情報教育協会 
  

1133 年年度度  教教育育のの情情報報化化フフォォーーララムム  
 

開 催 要 項 
  

 

 

日 時  平成 13 年６月 22 日（金）・23 日（土） 

場 所  追手門学院大学 

（大阪府茨木市西安威 2-1-15 TEL:0726-41-9608） 
 

 

参 加 対 象  加盟大学・短期大学の教職員、賛助会員 

 

参 加 費  ６月 22 日（金） 10,500 円    ６月 23 日（土） 9,450 円 

 

申 込 方 法  別紙「参加申込用紙」に記入の上、郵送下さい。 

 

申 込 締 切  ６月４日（月） 

 

参加費振込  キャンパスや部署で一括申込みの場合 

参加費振込もできるだけ一括し、振込依頼人名には大学名の他にキャンパス名も

しくは部署名を入れて下さい。 

個人申込みの場合 

参加費の振込依頼人名には、大学名と氏名を両方入れて下さい。 

振込先 あさひ銀行 市ヶ谷支店  普通口座 ００５４４０９ 

名義人 （社）私情協 

〒102�0073 千代田区九段北 4-1-14 No.1 山崎ビル 4F TEL:03-3261-2798 
 

＊６月 11日（月）までにお願いいたします。 

＊振り込まれた参加費は原則として返金しません。また、無断欠席で参加費未払いの

場合は後日請求させていただきますので、あらかじめご了承下さい。 

 

送付先・問い合わせ先 

社団法人私立大学情報教育協会 事務局 

〒102-0073 東京都千代田区九段北 4-1-14 No.1 山崎ビル 4F 

TEL:03-3261-2798 FAX:03-3261-5473 E-mail:info@shijokyo.or.jp 



開 催 趣 旨 
  

情報技術を活用した教育方法、教育内容、教職課程教育および授業の支援体制、ネ

ットワークの管理体制など、今後の授業改革の視点から教育の情報化にかかわる問題

についてテーマ別に討議を行い、対応策を考えていくことを目的とし、開催する。 
 
 

６月22 日（金） 
 
13:30 開  会 

開 会 挨 拶                      社団法人 私立大学情報教育協会会長 
 会 場 校 挨 拶            追手門学院大学学長  戸塚  登氏 
 運営委員紹介 
 

13:40 基 調 講 演「大学教育の情報化の意義と課題」 
 講 師：大学評価・学位授与機構評価研究部評価ｼｽﾃﾑ開発部門教授  舘   昭氏 

情報化、IT 化は、教育における問題解決の手段や、知識を共有するための強力なツールを提供する。 

そのことから、大学教育情報化の意義は、教育の質の向上と教育機会の拡大の両面で高まっており、情報化における成否は、

直接大学そのものの存立にまで係わるという状況になってきている。これは世界的な傾向であるが、特に従来から根本的な改革

が課題視されてきた日本の大学教育においては、IT 化をその梃子にという期待もかけられている。そして、情報化に立ち向かう

ためには、個々の教員の努力とともに、それを超えた大学全体の IT 戦略、さらには大学間の共同やそれを基礎とした国家的な

戦略の形成が必要とされるのである。本講演では、アメリカの事例を踏まえつつ、上述の問題について考える。 

 

14:50 私情協の活動報告 
 

15:30 テーマ別自由討議（途中 10分間休憩） 
Ａ：大学におけるネットワークセキュリティ 

課題提起者：麗澤大学国際経済学部助教授・情報ｼｽﾃﾑｾﾝﾀｰ室長  大塚 秀治氏 

(株)ﾈｯﾄﾏｰｸｽﾈｯﾄﾜｰｸｼｽﾃﾑ事業本部部長        内田 昌宏氏 

インターネットの普及に伴い、ネットワークセキュリティーの重要性が革めて注目されている。大学の研究教育用システムや

事務システムもその例外ではなく、それに対応できる体制作りが急務になっている。一方、ネットワークセキュリティーを支援

するシステム技術も急激に進歩している。本分科会では、大学システムにとってのネットワークセキュリティーの定義、セキュ

リティーポリシーの形成と維持のための方法論、情報センターの運営とセキュリティーなどについて課題提起を通じて討議する。

同時に日進月歩で進歩しつつあるセキュリティー技術の動向についても、企業側から話題を提供いただき、ポリシーと技術の両

面からこの問題を討議する。 

＜キーワード＞大学システムで守るべき情報、セキュリティポリシーの形成と維持、センター運営とセキュリティー、監査の方法 

 
Ｂ：高校の新教科『情報』と大学における人材育成の課題 

－ 高校新教科の実施と大学の対応を考える － 

課題提起者：電気通信大学大学院情報システム学研究科教授  岡本 敏雄氏 
 未来指向の新教科「情報」では、情報技術の利活用に加え、情報の科学的理 解や情報化の社会的意味の理解が求められる。

特に情報メディア、デジタル技術、ネットワーク技術の本質を理解し、健全な自己表現力、情報発信力、情報評価力を身に付け、

総合的な問題解決力の育成が必須となる。こうした教育を担える能力・資質を備えた人材の養成は大学の大きな課題になる。大

学として、この課題にどう関わるべきか、また、取り組みの具体化に伴う諸問題について、教科「情報」の成立の背景に詳しい

課題提起者を迎え、参加者とともに討議する。 

＜キーワード＞ 教科「情報」、高校新指導要領、人材養成、教職課程、カリキュラム 

 

Ｃ：教材コンテンツ作りと支援環境 
 課題提起者：江戸川大学社会学部助教授  宇野  正人氏 

 ｺ ﾒ ﾝ ﾃ ｰ ﾀ ｰ：成蹊大学法学部教授     紋谷  暢男氏 
 わかりやすい授業、興味をもたせる授業を展開する上で、教材のデジタル化は必要不可欠になってきている。しかし、教材コ

ンテンツ作りは、個々の教員の自助努力によるところが大きく、製作支援や知的所有権への対応など、支援環境づくりを組織的

にどう取り組むのかが重要な課題になっている。本分科会では、江戸川大学で実践されている具体的な教材コンテンツづくりと、

それに伴う支援環境や問題点等をご紹介頂き、今後の方向性について討議する。また、討議の中で知的所有権問題についても、

別途コメンテーターに解説頂くことにしている。 

 

Ｄ：リメディアル教育と情報技術 － 情報技術を使ったグループ学習の組織化 － 

課題提起者：広島工業大学環境学部教授  小嶋 弘行氏 
リメディアル教育、補正教育、連携教育等々多くの大学で議論され、あるいは実施されつつあると思われるが、入学生の基礎



学力の不足を補正しようととする目的から考えて、これを実効あるものにするには少人数のクラス編成が望ましいことは言うま

でもない。しかし、これに伴う教員数の確保は人的、予算的な面から容易ではない。課題提起者は企業等における教育をヒント

に、グループ学習を実際の授業に取り入れ、グループ内での適切な役割分担および情報技術の活用があれば、相互学習効果を高

められることを体験している。これに伴う問題や提言をいただき、基礎学力の補正、大学教育への接続に関する応用の可能性を

討議する。 

＜キーワード＞ リメディアル教育、補正教育、接続教育等、情報技術、グループ学習 

 

18:20 懇 親 会（19:30 終了） 

 
 

６月23 日（土） 
 
10:00 テーマ別自由討議（途中 10分間休憩） 

Ｅ：ネットワーク利用とユーザー教育 

課題提起者：明治大学政治経済学部助教授              森下  正氏 

（情報科学ｾﾝﾀｰ副所長・総合情報ﾈｯﾄﾜｰｸ（MIND）運営部会長） 
ネットワーク利用者の増加に伴い、違反も増えている。これに対して、情報倫理教育を徹底するだけでは不十分となっている。

ネットワーク運用管理、自己責任原則に基づいた利用に関する規程類の整備、個人情報管理に関する責任の明確化等をあわせて

行っておく必要がある。大学生活に欠かせないネットワークは大学のインフラの一つである。ネットワーク利用が日常的になり、

情報センター部門による運用管理では対応困難になってきている。本分科会では、明治大学の運用管理組織、規程類、ユーザー

教育を中心となって実施されている課題提起者から経験談や提言を紹介いただき、それをもとに討議する。 

＜キーワード＞ 情報倫理、ネットワーク利用基準、ネットワーク利用資格、審査委員会 

 

Ｆ：学術情報機能の統合化 － 図書館とセンターとの統合 － 
課題提起者：東京電機大学総合ﾒﾃﾞｨｱｾﾝﾀｰ 神田ｻﾃﾗｲﾄｾﾝﾀｰ長  斉藤  剛氏 

             教務課課長        蓮尾 章子氏 
近年、図書館部門と電算センター部門とを統合し、効率的な人的・物的資源の配置により新しいサービスを提供する動きが活

発化している。ここでは東京電機大学で行われた統合化の経験を基に、その目的、準備から実施までの手順、研究・教育へのサ

ービスおよび運営方法の変化、前と後の長所・短所等を紹介頂き、電算センター部門を含む学術情報機能のあり方について討議

するとともに、今後の方向性を探る。 

＜キーワード＞ 図書館、センター、学術情報機能、統合 

 
Ｇ：21世紀に向けた新たな「教育システム」の試み 

       － ネットワークによる授業連携／授業統合連携と大学間・学生間交流 － 

課題提起者：早稲田大学メディアネットワークセンター  岡田 昭夫氏 

 IPCP 代表東京医科大学医学部４年      大澤美智子氏 
 複数の大学の授業を「相互啓発の交流の場」として、さらに学生たちが中心になって自発的に運営することが可能なシステム、「ネ

ットワークによる授業統合システム」を試行している教員と、その授業統合から生まれた「IPCP」
*
の代表者である学生を課題提起

者ととして迎え、「授業統合システムの概観とその狙い（学生への動機付け）」、「各大学学生間の相互交流の実態」、「各大学共通の

学外授業の実施状況」、「今後の展望とその課題」等について討議し、21 世紀に向けた新たな「教育システム」を模索する。 

＜キーワード＞・ネットワークと「人」、動機付け、大学教育の革新、教育システム 

・授業統合、大学間授業統合、授業お助け隊、オープンカレッジ構想 

・市民活動、市民運動 

・ＢＢＳ、携帯電話 

(*)IPCP（Intercollegiate Palliative Care Project）：大学の枠を超えた学生達の自主的研究会であり、学生のみならず多方面と

連携し、大きく成長を始めている「緩和ケア」に関する研究会 

 

Ｈ：米国大学にみる教育の情報化と日本の課題 
  課題提起者：慶應義塾大学総合政策学部助教授  小澤 太郎氏 

         上智大学理工学部教授       曽我部 潔氏 
日本の大学では、情報環境は整えられたが、教育コンテンツの整備など、教育実践面での情報技術の活用は必ずしも進展して

いない。このような現状の中、平成 12 年度に私情協で諸外国との教育連携・協力を目的とした「日米大学マルチメディア教育

セミナー」を実施し、米国の先進大学で研究発表と討議を行った。 

本分科会では、セミナーに参加された２人の課題提起者より、米国での教育の情報化事例について紹介いただく。また、課題

提起者が実践されている新しい教育方法や環境づくりについても話題を提供いただき、これらをもとに、教育を中心とする大学

の情報化について討議する。 

＜キーワード＞ 教育の情報化、情報環境、日米大学マルチメディア教育セミナー、大学の情報化 

 

12:40 昼  食 
 
13:10 キャンパス見学（14:20 終了予定） 



平成13年度教育の情報化フォーラム参加申込用紙

大学名（企業名） 申込連絡者（部署）名

TEL:  FAX:

連絡先住所　〒
E-mail:

注１：参加分科会のアルファベットを１つ記入下さい。
注２：テーマ別自由討議で討議したい内容がありましたら、簡潔に記入下さい。

ﾌ ﾘ ｶﾞ ﾅ 所　属　・　身　分
大 学 名（企 業 名） 氏　　名 E-mail address 分科会注１

討議希望内容
注２

分科会
注１

討議希望内容
注２ 参加費

E-mail: 円　

E-mail: 円　

E-mail: 円　

E-mail: 円　

E-mail: 円　

E-mail: 円　

E-mail: 円　

E-mail: 円　

参加費合計　
円　

<領収書>

       宛　名　：　    個人名　　・　　 大学名　　・     社名  　金　額　：　　　　参加者人数分まとめて一括　　　・　　　参加者ごとに １ 枚ずつ記入

６月22日（金）　　参加費　10,500円 ６月23日（土）　参加費　9,450円


